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日本語教育実践研究（5）
一初級日本語コースにおけるコース設計一
小林　ミナ
　日本語教育実践研究（5）は、日本語教育研究センター「日本語2A」「日本語2B」
を実践の場とし，初級レベルの日本語教育を考えることをねらいとしています。「日本
語2A」というのは，主として別科生を対象とするコースで，週あたり13コマ（1コ
マ90分）が開講されます。一方，「日本語2B」というのは，主として早稲田大学の
大学院研究科に所属する大学院生，研究生を対象とする，いわゆる「学内補講」にあ
たるコースで，週あたり10コマが開講されます。どちらもティームティーチングがと
られており，2006年春学期は，それぞれ8名（「日本語2A」），6名（「日本語2B」）
の教員がこれに関わっています。
　このように，「大学留学生」「初級後半レベル」「集中コース」といった共通点はある
ものの，「学習動機」「ニーズ」といった点では，微妙に異なる2っのコースを舞台に，
日本語教育実践研究（5）は展開しました。2006年春学期の受講生は5名です。
　具体的には，次の2つの目標を設定しました。
　1）一授業担当者として，自分の授業を運営するために必要な知識，技術を身にっ
　　　ける。
　2）コーディネーターとして，ティームティーチングを運営するために必要な知識
　　　技術を身につける。
　1）については言わずもがなですが，2）については「日本語教育の専門家」であ
るためには，コース設計やティームティーチングに目配りができることが必須である
と考えるためです。そこで，受講生5名には，参与観察，シラバス検討，教壇実習と
いった活動だけでなく，「日本語2A」「日本語2B」の教師ミーティングにも参加を
促し，教育実践の裏側にも触れる機会を設けました。これらの一連の活動を通して，
1っの教室活動が目に見えない多くの準備や配慮の上に成り立っていること，また，
「漢字小テストの採点基準」というような，日常的，具体的な事項についても，唯一
絶対の指針があるわけではなくその場その場での判断が求められること，そのために
は，常にコース設計の理念に立ち返り，問い直す必要があることなどが実感できたの
ではないかと思います。
　実践研究（5）で学んだことを糧に，5名の受講生が大きく羽ばたいてくれること
を願います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コバヤシ　ミナ・日本語教育研究科教授）
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